
－１１－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修時間 

４５分間 

主な内容 

○ 発達障がいのある子どもが、どのような言葉がけをすると理解しやすいかについての理解を深める

研修 

手   順 

準   備 ・「Ⅲ-１学級作り ②教師の言葉がけ」のシート。 

・学年やブロックなど、事例を共有しているグループに分ける。 
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５分 １ 研修のねらいの確認 

・発達障がいのある子どもに対する配慮の必要性について考える。 

３分 ２ 研修方法の説明 

・例１～３の紹介 

・「『好意に満ちた言葉がけ』に変えるために留意すること」について協議する。 

 

３分 

５分 

１４分 

 

 

 

１０分 

３ シートを活用した演習 

① 「言葉がけ」を決める（グループ） 

② 「好意に満ちた言葉がけ」をシートに記入（個人） 

③ グループ協議 

・シートへ記入した内容を交流する。 

※「『好意に満ちた言葉がけ』に変えるために留意すること」について付箋に書き、

協議を行い、分類・整理する 

④ 全体交流 

・グループ協議の内容を交流する。 

 

５分 ４ まとめ・振り返り 

・「好意に満ちた言葉がけ」に変えるために留意することについて、振り返りに書く。 

事後の取組 ○ 交流で整理・分類した「留意すること」をまとめ、配付する 

「校内研修プログラム」の活用事例 

～子どもが理解しやすい言葉がけのための校内研修

～ 

 
【活用するシート】 
Ⅲ―１ 学級づくり  

    ② 教師の言葉がけ  

○ 日常の場面でつい言ってしまう「子どもが理解しにくい言葉」をどのように変えたらよ
いか、交流することができました。 

○ 冗談のつもりで、つい、きつい言葉を言ってしまっていることに気付きました。 

 

ここがポイント！ 
 協議の視点を明確にすることが重要
です。 


